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1.	 本研究の目的	 

	 本研究の目的は、「かぐや」によるその場観測で得られたデータの解析を進める一

方で、実験室でプロトンの物質表面での反射率の測定を、対象物質の表面や組成を変

えながら実施して行うことにより、月を含む、固有磁場が無く希薄な大気しか持たな

い天体と太陽風との相互作用を明らかにすることである。太陽風を模擬したプロトン

ビームが月表面を模擬した物質に衝突した場合に生じる反射イオンの角度分布を測定

する事で、月面における太陽風の反射現象を定量的に理解し、それによって月表面の

新しい遠隔探査手法を確立できると予想される他、太陽風イオンや太陽光が月面に衝

突することで放出されるイオンを実験室実験によるデータと共に解釈することで、希

薄な月大気の生成機構についての情報を得る事ができると予想される。	 

	 

２．成果	 

	 本研究において必要となる実験装置として、反射プロトンのフラックスを正確に計

測する実験装置があるがこれは、月面を模擬するターゲット、ターゲットを保持する

ためのターゲットホルダー、太陽風を模擬したプロトンビームと反射プロトンビーム

を定量的に計測するための検出器（セラミックチャンネルトロン）で構成される。図

2-1に本実験装置の概略図を示す。	 

	 

	 平成２２年度は平成２１年度に製作した、太陽風を模擬したイオンビームと太陽光

を模擬した紫外光を、月面を模擬するターゲットに様々な方向から照射するための実

験装置の一部を用いて、実際に太陽風を模擬したイオンビームをターゲットに入射し
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図	 2-1	 実験装置の概略図	 



て装置の基礎データ取得を行った。装置の動作は正常であり、ほぼ事前に予想してい

た通りの性能を持っていることが確認できた。また、これと並行してターゲットの方

向を真空チェンバー中で変化させるための回転台の製作も行った。	 平成２３年度、

平成２４年度には、平成２１年度に製作した、太陽風を模擬したイオンビームと太陽

光を模擬した紫外光を、月面を模擬するターゲットに様々な方向から照射するための

実験装置（図2-2、図2-3に装置の写真を示す）の検出器部分を予定数搭載し、太陽風

を模擬したイオンビームをターゲットに入射してイオン散乱の方向特性を取得した他、

平成２２年度に製作した、ターゲットの方向を真空チェンバー中で変化させるための

回転台（図３に回転台の写真を示す）を実際に真空中で使用して性能を確認した。実

験装置を真空チェンバーの中に設置し、イオン源から窒素イオンを入射して測定装置

の試験を行ったが入射ビームが広がり過ぎるなどいくつかの問題が明らかとなったた

め、入射ビームの広がりを制限するダブルスリットを追加する等、これらの問題に対

する対策を施した他、測定を実施するために必要となる装置の整備を行ったが、実際

の測定を実施するには至らなかった。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

図2-2	 製作した実験装置の写真（ターゲット

を外した状態）	 

	 

図2-3	 実験装置の検出器部分の写真	 



	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

平成26年度は、様々なターゲットに対して、太陽風程度のエネルギーを持つ水素イオ

ン、窒素イオンなどを入射して、イオンの散乱角度分布を計測する他、Kaguya	 MAP-

PACE-IMAのフライトスペアを用いて、散乱イオンの質量分析も行う予定である。	 
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図2-4	 回転台の写真	 


